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県企業庁造成

紛．躙
課
″塩
漬
け
″も
１０４
億
円
分

中

県
企
業
庁
が
造
成
し
て
分
譲
中
の
内
陸
工
業
用
地
の
う
ち
、
四
割
を
超
え
る

六
十
七
億
千
四
百
万
円
分
の
土
地
が
十
年
以
上
た

っ
て
も
売
れ
残

っ
て
い
る
こ

と
が
、
二
〇
〇
八
年
度
の
包
括
外
部
監
査
で
分
か

っ
た
。
造
成
目
的
で
先
行
取

得
し
な
が
ら
十
年
以
上
着
工
で
き
ず

〃
塩
漬
け
″
に
な

っ
て
い
る
土
地
も
百
四

億
七
千
二
百
万
円
分
に
上

っ
て
お
り
、
甘
い
事
業
見
通
し
が
批
判
を
浴
び
そ
う

だ
ｏ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（山
本
真
嗣
）

監
査
結
果
に
よ
る
と
、

企
業
庁
が
内
陸

に
造
成

し
、
〇
七
年
度
末
現
在
で

▽
分
譲
中
▽
貸
し
付
け
▽

割
賦
で
資
金
を
回
収
中
―

一の
土
地
は
十
二
カ
所
計
八

十
二
万
九
千
平
方
房

（三

一百
六
億
七
千
七

百
万
円

一分
）
　
。

．　
こ
の
中
で
分
譲
中
の
工

業
用
地
は
七
カ
所
で
計
五

十
二
万
四
千
平
方
房

（百

六
十
四
億
六
千
二
百
万
円

分
）
。
こ
の
う
ち
額
田
南

部

（
岡
崎
市
）
三
好
黒
笹

（三
好
町
）
刈
谷
大
津
崎

（刈
谷
市
）
豊
橋
石
巻
西

川

（豊
橋
市
）
は
い
ず
れ

も
分
譲
開
始
か
ら
十
二
―

十
四
年
と
十
年
以
上
た

っ

て
い
る
が
、
造
成
面
積
の

３７
％
に
当
た
る
計
十
七
万

六
千
平
方
房

（
六
十
七
億

千

四
百
万
円
分
）
が
売
れ

残

っ
て
い
た
。

中
で
も

一
九
九

四
年
に

分
譲
を
始
め
た
額

田
南
部

は
造
成
し
た
９２
％
が
売
れ

ず
、
か
か

っ
た
経
費

四
十

六
億
三
千
七
百
万
円
を
回

一のコ影一は業っけば九〇

収
で
き
て
い
な
い
。
地
域

振
興
策
の

一
環
だ

っ
た
が

幹
線
道
路
か
ら
の
ア
ク
セ

ス
が
悪
く
、
こ
れ
ま
で
に

立
地
し
た
企
業
は

一
社
の

年
か
ら
九
八
年
に
か
け
て

工
業
用
地
の
造
成
目
的
で

一
「
日
進
東
部
」

「
日
進
中

部
」

「
設
楽
清
崎
」

「幡

豆
」
の
四
カ
所
約
百
八
十

一い
ぅ
」
”
』
Ⅷ
報
却
¨
靱

断
や
環
境
意
識

の
高
ま
り

一な
ど
で
い
ず
れ
も
着
工
で

き
ず
、
取
得
価
格
よ
り
も

．地
価
が
下
落
し
、
４５
％
に

一階
産
銘
枷
計
」
稀

瓢
諄
「

公
認
会
計
士
の
中
村
誠

二

監
査
人
は

「土
地
の
利

・活
用
に
つ
い
て
、
売
却
も

一含
め
た
幅
広
い
議
論
が
必

要
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

一


